
 

   
  

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 

 

山岸こども園  

９⽉の⾏事予定 

す か ん ぽ 
 

園だより 

 

１⽇（⽉）ちびっこ集会 
      すかんぽ発⾏ 
２⽇（⽕）クッキング（ふじ組） 

＊ピザを作ります。 

６⽇（⼟）秋まつり 
      ＊みなさんで楽しみましょう。 

８⽇（⽉）交通安全教室 
      ＊チャッピー君も来て、指導員さんから交

通安全 
のルールについての講話を聴きます。 

11 ⽇（⽊）防災訓練 
＊地震発生の想定で行います。また、「お迎えの 

お願いメール」の送受信テストも行います。 
12 ⽇（⾦）布団持ち帰り① 
       きく組保育参加 

＊詳細はボード等でお知らせします。 
18 ⽇（⽊）誕⽣会 

＊3,4,5 歳児はホールで一緒に、0,1,2 歳児は 

各クラスでお祝いします。 

19 ⽇（⾦）ひよこ組保育参加 
＊詳細はボード等でお知らせします。 

22 ⽇（⽉）⾝体測定週 

＊各クラスこの週に交代で測定をします。 

26 ⽇（⾦）布団持ち帰り② 
＊夏季は汗をかきやすいので、月に２回のお手 

入れをお願いいたします。 
 

令和７年９月１日発行 

 

 ９月に入っても、気温や湿度が高く残暑がまだ厳しい日が続きそうですね。子

ども達は、夏ならではの遊びを十分満喫し、体も心も一回り成長した様子が伝わ

ってきます。しかし、夏の疲れが出てくる時期ですので、お家の方と連絡を取り合

いながら子ども達が健康で過ごせるようにしていきたいと思っています。過ごし

やすくなってきたら、お外遊びやお散歩等を楽しむ機会も多くなりますので、季

節の移り変わりを感じながら、草花や虫等の自然に十分触れて感性を刺激できる

ような保育を工夫していきたいと思っています。 
 １０月には運動会が行われます。ふじ組の子ども達は、お家の方々に見てもら

うことに大きな期待を持ち、リレーやバルーンの練習に取り組み始めました。園

でもお家の方と一緒に、子ども達の自信につながるような働きかけをしていきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

＜もうすぐ秋まつり！＞ 

 

 

 
 ９月６日（土）には、保護者会主催「秋まつり」

が開催されます。各クラスで一人ひと役の調整や

コーナー準備が保護者の皆様で協力しながら進

んでいます。  

当日は、昨年に引き続き、お家の方と一緒に

作った＜マイお面＞を被っての参加となります。 

子ども達も期待が高まっている様子です♪ 

当日は、駐車場に限りがありますので、できる

限り徒歩や自転車で等でいらっしゃって下さるよ

うにお願い致します。 

詳しくは、お手紙でお知らせします。 

運動会について 
  １０月４日（土）に令和７年度運動会を開催します。

今年度は山岸小学校の体育館をお借りして全園児で開

催する予定になっています。また、今年度は特に人数制

限を設けませんので、応援観覧席が手狭になってしまう

事が予想されますので、場所を譲り合っていただき応援

をお願いいたします。 
 詳細は、後日お手紙でお知らせをいたしますのでよろ

しくお願いいたします。 

＜子どもはおうちのひとが１番大好き＞ 

 

 

 あるインターネット調査で＜親は自分よりスマホの方が大切なんだ＞そう感じている日本の子どもが 20％に上るという調査結果

が発表されたそうです。また、25％の子どもは親に対して「会話中にスマホに気を取られていると感じていた」さらに「時々、親が

自分よりもスマホを大切に感じることがある」と答えた子どもが 20％に上ったそうです。米国での昨年の同様の調査では、親のネ

ット依存症は日本より高かったものの、スマホの方が大事と感じている子どもは 6％にとどまったといいます。（米南カリフォルニ

ア大学と NPO「コモンズメディア」） 
 また、民間シンクタンクのベネッセ教育総合研究所が育児中の母親を対象とした調査では、０歳児の 20％がほぼ毎日スマートフ

ォンで動画などに触れる時間があり、４年前の前回の調査から６倍に増え、「スマホ育児」が急速に浸透しているようだとの見解を

発表しました。調査にあたった担当者は、「外遊び等の実体験とのバランスを考え、どう生活に取り入れるかが重要」と話している。

との記事がありました。 
 とても便利な世の中で、沢山の情報が飛び交っています。日常的にスマートフォン 
も手放せなく、側にないと不安になってしまいますが、子どもは１分１秒止まること 
なく成長しています。今しか見せてくれない子どもの姿に癒されたり、励まされたり、 
時には「もう～」と困ったり悩んだりもしますが、お子さんはお家の方が大好き。 
大好きなお家の方に《みてもらっている》《愛されている》と感じている子どもは 
安心して自分自身も愛せて自己肯定感も育まれます。 
 

 


